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県
農
大
創
立
90
周
年
に
寄
せ
て

　
１
９
３
４
年
に
愛
知
県
の
種
畜
場

を
、
愛
知
県
追
進
農
場
と
改
称
し
、

農
業
の
実
践
教
育
学
校
が
始
ま
り
、

本
年
で
90
周
年
を
迎
え
る
事
と
な
り

ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
私
が
卒
業
し
た
の
が
46
年
前
で
す

の
で
、
ち
ょ
う
ど
折
り
返
し
の
時
代

で
あ
っ
た
事
に
な
り
ま
す
。

　
当
時
の
卒
業
生
は
、
ほ
ぼ
１
０
０

％
の
方
が
自
営
農
業
が
進
路
で
あ
っ

た
の
で
す
が
、
現
在
は
、
２
割
前
後

の
自
営
率
で
、
女
子
学
生
も
３
割
に

の
ぼ
り
ま
す
。
隔
世
の
感
が
あ
り
ま

す
が
、
約
一
世
紀
に
近
い
歴
史
が
あ

る
農
業
大
学
校
の
果
た
し
て
き
た
役

割
に
つ
い
て
、
乏
し
い
私
の
経
験
か

生
時
代
に
優
秀
と
さ
れ
た
人
財
が
、

実
社
会
に
出
て
み
る
と
堅
実
で
は
あ

る
が
、
思
い
の
外
小
粒
に
ま
と
ま
っ

て
し
ま
う
と
い
う
傾
向
が
あ
る
様
で
、

経
営
の
舵
取
り
に
は
、
冷
静
な
分
析

も
必
要
で
す
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と

い
う
実
践
力
の
強
さ
が
、
新
し
い
世

界
を
広
げ
て
行
く
力
に
な
っ
て
い
る

様
で
す
。

　
私
も
30
、
40
代
の
一
番
エ
ネ
ル
ギ

ッ
シ
ュ
な
時
期
に
は
、
新
し
い
事
に

挑
み
続
け
て
い
た
事
を
思
い
出
し
ま

す
。

　
こ
れ
も
農
大
の
大
き
な
強
み
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
同
じ
農
業
界
に
お
け
る
一

生
も
の
の
友
人
達
と
の
出
会
い
。
地

域
に
帰
っ
て
み
る
と
大
勢
の
先
輩
と

毎
年
増
え
て
来
る
後
輩
達
の
目
に
見

え
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
、
初

め
て
会
っ
た
方
と
も
、
同
門
の
共
感

か
ら
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、
話
し
合
え

た
と
思
い
ま
す
。

　
愛
知
県
中
か
ら
集
ま
っ
て
来
た
同

級
生
か
ら
は
、
地
域
が
違
え
ば
全
く

異
な
る
農
業
・
農
家
の
現
状
を
聞
き
、

そ
の
多
面
性
や
可
能
性
に
つ
い
て
学

び
の
あ
る
２
年
間
で
し
た
。

ら
少
し
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
や
全
国
で
も
珍
し
く
な
っ
た
、

全
寮
制
で
の
農
業
実
践
教
育
と
い
う

点
。
今
ま
で
こ
れ
が
当
た
り
前
と
思

い
暮
ら
し
て
来
た
自
家
を
離
れ
、
寮

で
の
集
団
生
活
で
の
２
年
間
。
思
春

期
後
半
の
多
感
な
時
期
に
大
き
な
影

響
を
受
け
ま
し
た
。
同
世
代
の
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
、
若
者
同
士
の
切
磋

琢
磨
は
、
非
常
に
刺
激
の
多
い
貴
重

な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
現
実
の
世

の
中
を
客
観
的
、
批
判
的
に
観
る
眼

が
養
わ
れ
、
現
状
を
実
践
的
に
変
え

て
行
く
素
養
と
下
地
を
築
く
こ
と
が

出
来
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
先
進
農
家
へ
の
派
遣
実
習
は
、
自

分
自
身
の
目
標
に
具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
い
う
刺
激
を
受
け
て
、
卒
業

生
が
各
地
の
産
地
を
リ
ー
ド
す
る
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
成
長
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
リ
ー
ダ
ー
像
を
語
る
上
で

実
践
力
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
偏
差
値
中
心
の
学

　
そ
ん
な
私
も
後
継
者
に
恵
ま
れ
、

16
年
前
に
県
農
大
を
卒
業
し
、
鉄
道

会
社
の
整
備
士
を
経
て
我
が
家
へ
就

農
、
息
子
が
33
才
の
時
に
経
営
を
渡

し
３
年
目
の
現
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
と
父
と
は
ウ
マ
が
合
わ
ず
、
良

く
ぶ
つ
か
り
合
い
、
感
情
的
な
対
立

に
な
る
事
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

私
と
息
子
と
の
関
係
は
そ
れ
に
比
べ

る
と
、
は
る
か
に
友
好
な
関
係
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
共
に
農
大
出

身
と
い
う
共
通
体
験
が
あ
る
と
い
う

事
が
大
き
い
様
で
す
。

　
こ
の
４
月
か
ら
校
長
を
務
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
恒
川
と
申
し
ま
す
。

同
窓
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
益
々
御

健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
日
頃
か
ら
、
柴
田
隆
夫
会
長
を
始

め
、
同
窓
会
の
役
員
、
会
員
の
皆
様

方
に
は
、
本
校
の
円
滑
な
運
営
に
格

別
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
校
は
、
昭
和
９
年
に
追
進
農
場

と
し
て
創
設
さ
れ
て
以
来
、
今
年
で

90
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
歴
史
と
伝

統
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
教
育

研
修
業
務
の
運
営
に
あ
た
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

同
窓
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

　
90
年
と
い
う
歴
史
は
、
卒
業
生
の

中
に
は
、
親
子
三
代
、
も
し
か
す
る

と
四
代
に
渡
っ
て
農
大
出
身
と
い
う

農
家
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
県
農
大
に
は
、
教
育
部
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
企
画
研
修
部
も
あ
り
、
新

規
就
農
者
や
就
農
中
の
若
手
農
業
者

向
け
の
本
格
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も

あ
り
、
愛
知
の
、
日
本
の
農
業
発
展

の
基
地
と
し
て
農
大
の
役
割
に
大
い

に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
は
、
歴
代
校
長
と
同
様
、
御
指
導
、

御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

卒
業
生
の
進
路

　
令
和
５
年
度
の
卒
業
式
を
３
月
８

日
（
金
）
に
執
り
行
い
、
農
学
科
の

学
生
68
名
が
新
た
な
進
路
に
進
み
ま

し
た
。

　
卒
業
し
た
学
生
は
、
入
学
当
初
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
制
限
が
あ
り

ま
し
た
が
、
令
和
５
年
５
月
に
５
類

感
染
症
に
移
行
し
て
か
ら
は
、
様
々

な
行
事
が
制
限
の
な
い
形
で
行
え
る

よ
う
に
な
り
、
充
実
し
た
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

発 行 所
愛知県立農業大学校同窓会

岡 崎 市 美 合 町 字 並 松1-2

電話（ 05 64） 5 1 -1 6 0 1

編集発行人

同 窓 会 長 柴 田 隆 夫
印 刷 所 広済堂ネク スト

電 話（ 0 6 ） 7 1 7 8 -0 5 3 0

　
ご

あ

い

さ

つ

同 

窓 

会 

長

柴

田

隆

夫

ご

あ

い

さ

つ

同

窓

会

員

の

皆

様

校
　
長

　
恒

川

靖

弘



第40号（ 通算第49号） 令和６ 年８ 月31日〔 2〕

　
令
和
６
年
２
月
２
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分
か
ら
、
令
和
６
年
度
農
業

大
学
校
理
事
会
が
本
校
中
央
教
育
棟

会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
同
窓
会
員
で
全
国
果
樹
技

術
経
営
コ
ン
ク
ー
ル
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
さ
れ
た
石
田
直
人
さ
ん

（
昭
和
56
年
３
月
卒
）
、
あ
い
ち
ア

グ
リ
ア
ウ
ォ
ー
ド
担
い
手
育
成
部
門

を
受
賞
さ
れ
た
（
株
）
清
水
牧
場
の

清
水
一
将
さ
ん
（
平
成
13
年
３
月
卒
）

に
記
念
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
６

号
議
案
の
内
容
に
つ
い
て
配
付
し
た

資
料
に
よ
り
審
議
し
て
い
た
だ
き
、

す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
異
議
な
く

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
第
６
号
議
案
で

は
、
令
和
６
年
11
月
16
日
（
土
）
に

創
立
90
周
年
記
念
事
業
を
開
催
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
各
議
案
と
主
な
内
容
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

〇 

第
１
号
議
案

　
令
和
５
年
度
事
業

報
告

・ 

同
窓
会
報
第
39
号
の
発
行

・ 

役
員
会
・
理
事
会
の
開
催

・ 

卒
業
生
記
念
品
贈
呈

・ 

農
業
大
学
校
同
窓
会
全
国
連
盟
総

会
等
へ
の
参
加

〇 
第
２
号
議
案

　
令
和
５
年
度
会
計

決
算
報
告

〇 

第
３
号
議
案

　
令
和
６
年
度
事
業

計
画

・ 

同
窓
会
報
第
40
号
の
発
行

・ 

役
員
会
・
理
事
会
の
開
催

・ 

卒
業
生
記
念
品
贈
呈

・ 

同
窓
会
員
の
表
彰

・ 

農
業
大
学
校
同
窓
会
全
国
連
盟
総

会
等
へ
の
参
加

・ 

支
部
活
動
並
び
に
技
術
部
会
活
動

へ
の
支
援

〇 

第
４
号
議
案

　
令
和
６
年
度
会
計

予
算

〇 

第
５
号
議
案

　
理
事
の
委
嘱
及
び

役
員
の
互
選
に
つ
い
て

〇 

第
６
号
議
案

　
愛
知
県
立
農
業
大

学
校
同
窓
会
創
立
90
周
年
事
業
に

つ
い
て

　
同
窓
会
規
約
に
よ
り
、
令
和
７
年

度
は
次
の
と
お
り
開
催
予
定
で
す
の

で
、
理
事
の
皆
様
は
出
席
を
お
願
い

し
ま
す
。

日
時

　
令
和
７
年
２
月
７
日
（
金
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
か
ら

場
所

　
愛
知
県
立
農
業
大
学
校

　
　
　
中
央
教
育
棟
会
議
室

次
期
理
事
会

　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
ご
覧
い
た
だ
き
、
皆
様
方
の
フ

ォ
ロ
ー
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
が
、
本
校
へ
の
入

学
希
望
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に

　
近
年
、
世
界
的
に
み
る
と
、
各
地

で
起
こ
っ
て
い
る
紛
争
や
、
自
然
災

害
の
発
生
、
気
候
変
動
の
影
響
な
ど

に
よ
り
、
食
料
生
産
が
不
安
定
な
状

況
に
あ
り
、
我
が
国
に
お
い
て
も
食

料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
て
農
業

政
策
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
る
な
ど
、

改
め
て
「
食
の
大
切
さ
」
が
問
い
か

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
本
県
農
業
を
支

え
る
優
秀
な
人
材
の
養
成
を
担
う
本

校
の
使
命
は
、
益
々
重
要
な
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
使
命
を
着
実

に
遂
行
す
る
た
め
、
創
意
工
夫
や
改

善
を
図
り
な
が
ら
、
教
育
内
容
の
一

層
の
充
実
と
円
滑
な
学
校
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
同
窓
会
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
一
層
の
御

支
援
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の

更
な
る
御
活
躍
と
御
繁
栄
を
心
か
ら

祈
念
申
し
上
げ
、
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
３
種
目
で
優

勝
、
個
人
の
部
で
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
優
勝
す
る
な
ど
、

多
く
の
種
目
で
優
秀
な
成
績
を
収
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
大
会

を
通
じ
て
、
本
校
学
生
の
団
結
力
が

高
ま
る
と
と
も
に
、
他
府
県
の
学
生

と
の
交
流
促
進
が
図
ら
れ
た
こ
と
は
、

と
て
も
有
意
義
な
経
験
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
生
募
集

　
全
国
的
に
農
業
大
学
校
の
入
学
者

数
が
減
少
す
る
中
で
、
本
校
に
お
い

て
も
こ
こ
数
年
、
定
員
を
下
回
る
入

学
者
数
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
意
欲
あ
る
学
生

を
確
保
す
る
た
め
、
本
校
で
は
、
６

月
か
ら
８
月
に
か
け
て
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
を
開
催
す
る
な
ど
、
来
年

度
の
学
生
募
集
に
向
け
た
様
々
な
取

組
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
の
学
生
募
集
か
ら
は
、

特
別
推
薦
入
試
制
度
（
農
業
系
高
等

学
校
後
継
者
等
特
別
推
薦
入
学
試
験
）

を
改
正
し
、
非
農
家
出
身
で
あ
っ
て

も
就
農
（
雇
用
就
農
も
含
む
）
意
欲

が
高
く
在
学
中
に
農
業
ク
ラ
ブ
や
ク

ラ
ブ
活
動
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
だ

者
の
推
薦
（
特
別
推
薦
Ⅱ
）
を
加
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
Ｘ

（
旧
ツ
ィ
ッ
タ
ー
）
と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
て
、
学
生
自
ら
が
日
頃

の
実
習
や
学
校
生
活
の
様
子
を
情
報

発
信
す
る
な
ど
、
本
校
の
魅
力
を
積

　
卒
業
生
の
進
路
は
、
68
名
中
21
名

が
就
農
（
自
営
就
農
、
農
業
法
人
等

へ
の
雇
用
就
農
）
し
、
Ｊ
Ａ
等
へ
の

就
職
が
44
名
（
う
ち
就
農
前
提
の
一

時
就
職
６
名
）、
研
修
が
２
名
、
他

県
の
農
業
大
学
校
へ
の
進
学
が
１
名

で
し
た
。

　
本
県
農
業
の
担
い
手
と
し
て
、
ま

た
、
農
業
を
支
え
る
人
材
と
し
て
、

卒
業
生
の
今
後
の
活
躍
を
大
い
に
期

待
し
て
い
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
に

は
、
卒
業
生
へ
の
温
か
い
御
指
導
と

御
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

近
況
報
告

　

　
令
和
６
年
度
は
、
新
た
に
79
名
の

１
年
生
を
迎
え
入
れ
、
４
月
10
日

（
水
）
に
入
学
式
を
挙
行
い
た
し
ま

し
た
。
新
入
生
に
と
っ
て
は
、
緊
張

の
中
に
も
晴
れ
や
か
で
思
い
出
に
残

る
一
日
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま

す
。

　
新
入
生
が
加
わ
り
、
新
２
年
生
と

合
わ
せ
て
、
本
年
度
の
在
校
生
は

１
７
０
名
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
。
学
習
面
、
生
活
面
と
も
に

様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

よ
う
な
、
学
生
に
と
っ
て
有
意
義
で

充
実
し
た
１
年
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
５
月
30
日
（
木
）、
31
日

（
金
）
の
２
日
間
、
「
東
海
近
畿
地

区
農
業
大
学
校
学
生
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

が
、
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
校
か
ら
66
名
の
学
生
が
参
加
し
、

団
体
の
部
で
は
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー

❖ 

❖ 

令
和
六
年
度
理
事
会
だ
よ
り 

❖ 

❖
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令
和
６
年
度
の
東
海
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
農
業
大
学
校
同
窓
会
長
会
議
が
令

和
６
年
７
月
30
日
（
火
）
に
兵
庫
県

立
農
業
大
学
校
で
開
催
さ
れ
、
柴
田

会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
会
議
は
、
東
海
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
農

業
大
学
校
長
会
議
と
合
同
開
催
さ
れ
、

全
体
会
議
の
後
、
丹
波
篠
山
た
ぶ
ち

農
場

　
田
渕
真
也
氏
に
よ
る
「
雇
用

者
の
視
点
か
ら
農
大
生
に
望
む
も
の
」

と
題
し
た
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
同
窓
会
長
会
議
の
分
科

会
が
開
催
さ
れ
、
同
窓
会
の
現
状
等

に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
令
和
７
年
度
は
本
県
で
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

東
海
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

同
窓
会
長
会
議
報
告

　
農
学
科
の
卒
業
論
文
発
表
会
を
令

和
５
年
12
月
12
日
（
火
）
に
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
回
は
大
講
義
室
に
２
年
生
、
１

年
生
を
全
員
集
め
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　
農
学
科
で
は
、
２
年
生
全
員
が
１

人
１
課
題
以
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
生
自

ら
が
農
業
を
学
ぶ
中
、
ま
た
専
攻
実

習
に
取
り
組
む
中
で
感
じ
た
疑
問
点

や
改
善
点
を
課
題
と
し
、
様
々
な
試

験
を
行
い
な
が
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ

を
科
学
的
に
検
証
し
、
卒
業
論
文
と

し
て
ま
と
め
ま
す
。
卒
業
論
文
発
表

会
は
そ
の
成
果
を
専
攻
毎
に
選
抜
さ

れ
た
２
年
生
９
名
（
昨
年
度
に
引
き

続
き
養
豚
・
養
鶏
専
攻
か
ら
２
名
）

が
10
分
間
の
発
表
を
行
う
も
の
で
、

自
分
の
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
を

全
学
生
の
前
で
発
表
で
き
る
絶
好
の

機
会
で
す
。

　
発
表
会
当
日
は
、
い
ず
れ
の
発
表

者
も
専
攻
の
代
表
で
あ
る
と
い
う
自

覚
と
責
任
を
持
っ
て
、
素
晴
ら
し
い

発
表
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
は
、
石

橋
校
長
始
め
４
名
の
審
査
員
が
「
発

表
内
容
」、「
発
表
方
法
及
び
態
度
」、

「
質
疑
に
対
す
る
応
答
」
の
各
審
査

項
目
に
基
づ
い
て
実
施
し
、
最
優
秀

賞
１
名
と
優
秀
賞
２
名
を
選
出
し
ま

農
学
科
の
令
和
５
年
度
卒
業
論
文

発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た

  

令
和
六
年
度

役
員
名
簿

会
　
　
長

　
柴
田

　
隆
夫
（
専

　
　
九
）

副 

会 

長
　
富
永

　
康
典
（
専

　
　
八
）

　 

〃 

　
　
野
田

　
留
美
（
大
研
一
〇
）

　 

〃 

　
　
伊
藤

　
真
二
（
大
農
二
九
）

会
計
監
事

　
山
田

　
博
嗣
（
大
専

　
一
）

　 

〃 

　
　
鵜
飼

　
里
恵
（
大
専
一
五
）

　 

〃 

　
　
学
校
職
員

　
（
管
理
課
長
）

事
務
局
長

　
尾
崎

　
芳
弘
（
専

　
　
四
）

書
　
　
記

　
高
木

　
宏
道
（
大 

研 

九
）

　 

〃 

　
　
学
校
職
員

　
（
学
務
科
長
）

会
　
　
計

　
山
田

　
守
克
（
大
専
一
〇
）

　 

〃 

　
　
岡
本

　
貴
幸
（
大
農
二
五
）

顧
　
　
問

　
恒
川

　
靖
弘
（
校

　
　
長
）

名
誉
顧
問

　
歴
代
校
長

　
（
元 

校 

長
）

　 

〃 

　
　
鈴
木

　
吉
地
（
前 
会 

長
）

　
最
優
秀
賞
の
平
松
君
は
「
東
海
・

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
農
業
大
学
校
学
生
研

究
及
び
意
見
発
表
会
」
に
本
校
代
表

と
な
り
ま
し
た
が
、
２
年
生
の
海
外

派
遣
研
修
と
日
程
が
重
な
る
た
め
、

同
じ
作
物
専
攻
の
後
輩
・
稲
垣
椋
介

君
が
代
理
で
発
表
し
ま
し
た
。

最優秀賞の平松君受賞者と 発表者

同窓会名簿新規発行の廃止について

個人情報保護のため、 同窓会名簿の新規発

行を廃止し ま す。

会員様の情報の提供については、 同窓会員

ご本人であること や使用目的が適正であるこ

と 等を確認し た後、 提供さ せていただきます

ので、 名簿データを必要と さ れる方は、 下記

の方法で同窓会事務局に申請をしてく ださい。

① 名簿が必要な方は、 同窓会事務局に御連

絡く ださ い。

② 同窓会事務局から 「 同窓会名簿利用申請

願」 を送付し ま す。

（ 郵送又はメ ール）

③ 必要事項を記入の上、 本人の確認ができ

る 書類（ 免許証の写し 等） を添付の上、

郵送又はメ ールで申込み。

④ 本人同意が得ら れた後、 データ を提供し

ま す。

なお、 平成26年11月に発行し た同窓会名簿

の購入を希望さ れる 方は、 同窓会事務局へ

お問い合わせく ださ い。

お問い合わせ先　 同窓会事務局　 ☎0564-51-1602

し
た
。

　
各
賞
の
受
賞
者
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

　
最
優
秀
賞
：
平
松
拓
海
（
作
物
専

攻
）「
I
C
T
技
術
を
用
い
た
水
稲

の
最
適
な
栽
培
方
法
の
検
討
」

　
優 

秀 

賞
：
鈴
木
月
那
（
露
地
野

菜
専
攻
）「
亜
リ
ン
酸
の
葉
面
散
布

の
頻
度
が
キ
ャ
ベ
ツ
の
生
育
に
与
え

る
影
響
」

　
優 

秀 

賞
：
平
井
み
の
り
（
施
設

野
菜
専
攻
）
「
I
C
T
温
室
に
お
け

る
大
玉
ト
マ
ト
40
ｔ
ど
り
を
目
指
し

た
日
射
比
例
灌
水
の
検
討
」

　
審
査
委
員
長
で
あ
る
石
橋
校
長
は

講
評
の
中
で
、「
技
術
の
実
効
性
や

妥
当
性
な
ど
の
実
証
、
結
果
の
取
り

ま
と
め
、
考
察
も
全
般
的
に
良
く
で

き
て
い
ま
し
た
。
」
と
、
本
人
や
専

攻
の
関
係
者
を
労
い
ま
し
た
。

質問する審査員
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１
　
概
況

　
令
和
６
年
度
の
教
育
部
農
学
科
の

学
生
数
は
１
、
２
年
生
あ
わ
せ
て

１
７
０
名
で
、
そ
の
う
ち
女
子
は
53

名
で
31
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
専
攻
別
学
生
数
は
表
１
に
示
し
た

と
お
り
で
、
果
樹
・
野
菜
・
酪
農
専

攻
の
学
生
数
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
露
地
野
菜
、
酪
農
、
養

豚
・
養
鶏
専
攻
は
女
子
学
生
の
割
合

が
高
く
、
女
子
の
人
気
の
高
さ
が
う

か
が
え
ま
す
。

　
一
方
、
企
画
研
修
部
で
は
、
Ｕ
タ

ー
ン
や
他
分
野
か
ら
の
新
規
就
農
支

援
、
離
職
者
等
へ
の
農
業
に
関
す
る

再
就
職
訓
練
な
ど
長
期
間
の
就
農
支

援
研
修
を
３
つ
開
講
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
３
研
修
で
計
57
名
が

受
講
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
事

業
所
職
員
が
施
設
の
栽
培
ほ
場
を
運

農
業
大
学
校
の
近
況

︵
人
数
は
入
学
時
点
︶

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
子

学
生
は
24
名
（
30
％
）
で
、
県
内
農

業
高
校
出
身
者
は
52
名
（
66
％
）
で

し
た
。
（
表
２
参
照
）

３
　
農
学
科
卒
業
生
の
進
路
状
況

　
本
校
で
は
、
１
年
生
の
う
ち
か
ら

進
路
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施
し
て
、
進

路
の
方
向
付
け
や
就
職
活
動
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
農

学
科
卒
業
生
の
進
路
状
況
は
表
３
の

と
お
り
で
す
。
68
名
の
卒
業
生
の
う

ち
、
親
元
や
農
業
法
人
な
ど
就
農
し

た
者
は
、
予
定
者
を
含
め
る
と
27
名

で
全
体
の
40
％
に
あ
た
り
ま
す
。
ま

た
、
就
職
し
た
卒
業
生
の
多
く
は
、

農
業
関
連
企
業
や
団
体
に
就
職
し
ま

し
た
。

　
本
校
で
は
職
業
安
定
法
に
基
づ
く

「
無
料
職
業
紹
介
事
業
」
を
実
施
し

て
、
多
く
の
農
業
法
人
等
か
ら
求
人

を
い
た
だ
き
、
学
生
の
就
農
等
を
支

援
し
て
い
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
か

営
す
る
の
に
必
要
な
基
礎
知
識
及
び

技
術
を
修
得
す
る
と
と
も
に
、
農
作

業
を
行
う
作
業
者
に
わ
か
り
や
す
く

伝
え
る
手
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
農
福
連
携
支
援
研
修
を

開
講
し
、
13
名
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

　
本
校
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
は
、
農
学

科
の
若
い
学
生
か
ら
社
会
人
経
験
の

あ
る
研
修
生
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層

の
人
々
が
学
ん
で
い
ま
す
。

２
　
農
学
科
の
入
学
状
況

　
本
校
で
は
、
意
欲
の
高
い
学
生
を

確
保
す
る
た
め
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
や
緑
の
学
園
研
修
、
県
内
各
Ｊ

Ａ
広
報
誌
へ
の
学
生
募
集
の
掲
載
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

取
組
の
結
果
、
本
年
度
は
、
定
数

１
０
０
名
に
対
し
93
名
の
志
願
者
が

あ
り
、
試
験
の
結
果
、
79
名
が
入
学

し
ま
し
た
。
う
ち
、
専
業
及
び
兼
業

農
家
子
弟
の
学
生
は
19
名
で
入
学
者

全
体
の
24
％
、
非
農
家
出
身
者
は
76

ら
の
求
人
を
お
持
ち
し
て
お
り
ま
す
。

農
学
科
各
グ
ル
ー
プ
の
近
況

【
花
き
グ
ル
ー
プ
】

（
鉢
物
・
緑
花
木
専
攻
）

　
ガ
ラ
ス
温
室
や
遮
光
ハ
ウ
ス
な
ど

約
１
６
０
０
㎡
の
施
設
と
３
０
０
㎡

の
露
地
ほ
場
を
利
用
し
て
、
鉢
花
、

観
葉
植
物
、
洋
ラ
ン
、
緑
花
木
、
花

壇
苗
等
２
０
０
種
類
以
上
の
品
目
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
在
籍
者
13
名

（
１
年
生
６
名
、
２
年
生
７
名
）
の

う
ち
専
業
農
家
出
身
者
は
２
名
で
、

普
通
科
高
校
卒
業
者
も
多
く
い
ま
す
。

　
専
攻
実
習
で
は
、
１
年
生
の
９
月

に
「
鉢
花
、
観
葉
植
物
、
洋
ラ
ン
、

緑
花
木
」
の
４
つ
の
部
門
に
分
か
れ
、

学
生
か
ら
の
「
新
た
な
品
目
や
技
術

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」
な
ど
の
意

見
や
発
想
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る

こ
と
で
、
実
習
作
業
内
容
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
「
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
の

B
A
処
理
に
よ
る
品
質
向
上
」
な
ど

を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
テ
ー
マ
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
学
生
そ
れ
ぞ

れ
の
ア
イ
デ
ィ

ア
を
生
か
し
、

品
質
向
上
や
低

コ
ス
ト
化
、
省

力
化
な
ど
農
業

経
営
の
改
善
に

繋
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま

す
。

（
切
花
専
攻
）

　
約
１
５
０
０
㎡
の
温
室
と
２
０
０

㎡
の
露
地
ほ
場
で
キ
ク
、
バ
ラ
、
ス

ト
ッ
ク
、
ヒ
マ
ワ
リ
を
主
体
に
、
カ

ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ケ
イ
ト
ウ
、
ベ
ニ

バ
ナ
、
ガ
ー
ベ
ラ
な
ど
、
10
種
類
以

上
の
植
物
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
在
籍
者
13
名
（
１
年
生
８
名
、
２

年
生
５
名
）
の
う
ち
、
専
業
農
家
の

子
弟
は
３
名
い
ま
す
。
１
年
生
は
、

８
月
ま
で
に
全
て
の
品
目
の
基
礎
的

な
栽
培
管
理
を
学
び
、
９
月
中
旬
か

ら
10
月
下
旬
ま
で
の
農
家
派
遣
実
習

で
鍛
え
ら
れ
、
よ
り
逞
し
く
な
っ
て

戻
っ
て
き
ま
す
。
派
遣
実
習
後
に
、

キ
ク
、
バ
ラ
、
洋
花
の
３
部
門
に
分

か
れ
て
、
２
年
生
の
秋
ま
で
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
学
習
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
実
習
で
毎
朝
収
穫
し
た
切
花
は
、

週
２
回
（
月
、
金
曜
日
）、
市
内
の

花
き
市
場
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
週
水
曜
日
に
実
施
す
る
実
習

販
売
で
は
、
切
花
加
工
演
習
で
習
得

し
た
技
術
を
生
か
し
て
自
分
た
ち
で

作
っ
た
多
品
目
を
組
み
合
わ
せ
た
花

束
も
販
売

し

て

お

り
、
お
客

さ
ん
の
反

応
を
楽
し

み
に
し
な

が
ら
、
意

欲
的
に
取

り
組
ん
で

い
ま
す
。

【
野
菜
グ
ル
ー
プ
】

（
露
地
野
菜
専
攻
）

　
１
年
生
13
名
、
２
年
生
14
名
、
計

27

名

が

在

籍

し
、
露
地
野
菜

と
促
成
イ
チ
ゴ

の
技
能
習
得
に

取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
1.5 

ha
の

ほ
場
で
、
冬
は

キ
ャ
ベ
ツ
、
ハ

ク
サ
イ
、
ブ
ロ

表１ 　 令和６ 年度農学科の専攻別学生数 （ 単位： 人）

専攻名 １ 年生 ２ 年生 計

鉢物・ 緑花木 6（ 0） 7（ 2） 13（ 2）

切　 花 8（ 2） 5（ 1） 13（ 3）

作　 物 6（ 1） 9（ 2） 15（ 3）

果　 樹 13（ 3） 15（ 5） 28（ 8）

露地野菜 13（ 4） 14（ 7） 27（ 11）

施設野菜 15（ 2） 15（ 3） 30（ 5）

酪　 農 12（ 6） 15（ 6） 27（ 12）

養豚・ 養鶏 6（ 6） 11（ 3） 17（ 9）

計 79（ 24） 91（ 29） 170（ 53）

（ 　 ） 内は女子の人数で内数

表２ 　 農学科の入学生数の推移

入学年度 入学者数
女子学生数 農家子弟数

割合 割合

H30 95 25 26% 37 39%

H31 97 24 25% 32 33%

R2 104 28 27% 29 28%

R3 83 24 29% 27 33%

R4 76 25 33% 18 24%

R5 91 29 32% 25 27%

R6 79 24 30% 19 24%

表３ 　 農学科卒業生の進路状況

卒業年度 R1 R2 R3 R4 R5

就
農

後継者 15 12 10 8 3

農業法人 18 17 23 24 18

一時就職後就農 13 10 13 8 6

就　 農　 計 46 39 46 40 27

就　 　 職 37 34 44 30 38

研　 　 修 3 4 3 2 2

進　 　 学 1 4 7 0 1

その他 3 8 1 2 0

計 90 89 101 74 68
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ッ
コ
リ
ー
、
夏
は
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、

ス
イ
カ
、
ナ
ス
な
ど
、
県
内
の
主
要

40
品
目
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
イ
チ
ゴ
の
高
設
栽
培
に
お
い
て
、

令
和
２
年
度
か
ら
環
境
測
定
装
置
の

「
あ
ぐ
り
ロ
グ
」
を
設
置
・
活
用
す

る
と
と
も
に
、
暖
房
機
の
更
新
に
合

わ
せ
て
、
炭
酸
ガ
ス
発
生
機
を
導
入

し
、
本
格
的
な
環
境
制
御
技
術
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
の
異
常
降
雨
に
対
応
す
る
た

め
、
プ
ラ
ソ
イ
ラ
ー
に
よ
る
深
耕
を

行
い
、
水
は
け
を
改
善
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
作
柄
安
定
の
た
め
土
壌
診
断

に
基
づ
く
施
肥
量
の
適
正
化
と
、
夏

期
の
遊
休
期
間
を
利
用
し
て
緑
肥
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。

（
施
設
野
菜
専
攻
）

　
１
年
生
15
名
、
２
年
生
15
名
の
計

30
名
が
在
籍
し
、
約
30
ａ
の
温
室
で
、

主
に
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、

メ
ロ
ン
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
本
専

攻
で
は
、
養
液
土
耕
栽
培
の
他
に
産

地
で
普
及
し
て
い
る
コ
コ
バ
ッ
グ
栽

培
や
袋
培
地
栽
培
な
ど
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
に
統
合
環
境
制
御
シ

ス
テ
ム
「
プ
ロ
フ
ァ
ー
ム
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
ー
」
を
導
入
し
た
I
C
T
温
室

を
建
設
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
作

か
ら
大
玉
ト
マ
ト
栽
培
に
お
い
て
10

ａ
当
た
り
年
間
収
量
40
ｔ
を
目
指
し

す
。

　
ま
た
、
近
年
は
農
機
メ
ー
カ
ー
の

協
力
も
得
て
営
農
支
援
シ
ス
テ
ム
の

活
用
な
ど
ス
マ
ー
ト
農
業
の
学
習
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

（
果
樹
専
攻
）

　
１
年
生
13
名
と
２
年
生
15
名
の
計

28
名
の
学
生
で
、
2.2 

ha
の
露
地
ほ
場

に
お
い
て
ブ
ド
ウ
、
ナ
シ
、
モ
モ
、

カ
キ
な
ど
県
内
主
要
品
目
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
チ
ジ
ク
、
ミ

カ
ン
、
ブ
ド
ウ
の
ハ
ウ
ス
栽
培
も
行

わ
れ
て
お
り
、
県
内
の
果
樹
営
農
類

型
の
多
く
を
学
生
は
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
多
様
な
樹
種
と
栽
培
方
式
の
た
め
、

開
花
期
か
ら
収
穫
前
の
７
月
ま
で
は

摘
果
や
袋
掛
け
、
ホ
ル
モ
ン
処
理
な

ど
管
理
作
業
に
学
生
た
ち
は
多
忙
な

毎
日
を
過
ご
し
ま
す
。

　
６
月
に
入
る
と
順
次
収
穫
が
始
ま

り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
果
実
も
実
習

販
売
で
は
人
気
商
品
で
、
買
い
求
め

る
お
客
様
の
列
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　
学
生
は
、
入
学
当
初
は
数
多
く
の

樹
種
の
基
本
的
な
技
術
を
学
び
ま
す

が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
で
は
テ
ー

マ
を
決
め
て
よ
り
専
門
的
な
知
識
・

技
術
を
習
得
し
ま
す
。
本
年
度
の
テ

ー
マ
と
し
て
、「
赤
系
ブ
ド
ウ
『
ゴ

ル
ビ
ー
』
の
着
色
改
善
に
よ
る
品
質

向
上
」
、「
ナ
シ
『
豊
水
』
の
着
果
位

置
調
整
に

よ
る
収
穫

前
進
効
果

の
検
証
」

な
ど
に
取

り
組
ん
で

い
ま
す
。

た
学
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
I
C
T

温
室
の
一
部
で
、
給
液
管
理
に
日
射

比
例
制
御
を
取
り
入
れ
、
さ
ら
な
る

栽
培
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
ナ
ス
栽
培
で
は
炭
酸
ガ
ス
の

局
所
施
用
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
収

量
や
品
質
の
向
上
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

【
作
物
・
果
樹
グ
ル
ー
プ
】

（
作
物
専
攻
）

　
１
年
生
６
名
、
２
年
生
９
名
の
計

15
名
の
学
生
で
、
１
ha
の
大
区
画
水

田
を
は
じ
め
大
小
９
区
画
、
計
3.3 
ha

の
水
田
で
、
大
型
機
械
を
利
用
し
て

水
稲
、
小
麦
、
大
豆
の
栽
培
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
１
年
生
は
水
稲
栽
培
に
関
す
る
基

本
知
識
が
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
実

習
を
進
め
、
２
年
生
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
学
習
に
取
り
組
み
、
卒
論
と
し

て
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
２
年
生
に
な
る
と
各

学
生
に
ほ
場
を
割
り
当
て
、
担
当
学

生
が
責
任
を
持
っ
て
ほ
場
の
作
業
や

栽
培
管
理
、
生
育
調
査
等
を
行
う
体

制
と
し
て
い
ま
す
。

　
化
学
肥
料
及
び
化
学
農
薬
を
使
用

し
な
い
栽
培
方
法
や
飼
料
用
稲
の
栽

培
法
の
検
討
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て

取
り
組
み
、
高
生
産
性
及
び
付
加
価

値
の
高
い
技
術
に
取
り
組
ん
で
い
ま

【
畜
産
グ
ル
ー
プ
】

（
酪
農
専
攻
）

　
乳
用
牛
約
40
頭
（
経
産
牛
20
頭
、

育
成
牛
20
頭
）
、
肉
用
牛
25
頭
（
繁

殖
５
頭
、
肥
育
10
頭
、
育
成
10
頭
）

の
計
65
頭
前
後
の
牛
を
１
年
生
12
名

と
２
年
生
15
名
の
学
生
が
飼
養
管
理

し

て

い

ま

す
。
ま
た
、

約
4.5 

ha
の
圃

場
で
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
や
牧

草
な
ど
自
給

飼
料
生
産
も

行
っ
て
い
ま

す
。

　
学
生
の
多

く
は
非
農
家

出
身
で
、
本
校
に
入
学
し
て
初
め
て

牛
に
触
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

１
年
生
も
、
２
年
生
や
専
攻
の
先
生

の
助
言
を
受
け
な
が
ら
飼
養
管
理
技

術
を
身
に
つ
け
て
い
き
、
夏
休
み
前

に
は
し
っ
か
り
と
管
理
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
生
き
物
の
世
話
、
特
に
搾
乳
作
業

は
、
年
間
を
通
し
て
休
み
な
く
毎
日

の
当
番
制
で
回
し
て
い
く
た
め
、
実

習
時
間
数
は
全
専
攻
の
中
で
も
突
出

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
学
生
た

ち
は
、
自
分
た
ち
で
名
付
け
た
牛
た

ち
を
名
前
で
呼
び
か
け
な
が
ら
愛
情

い
っ
ぱ
い
に
飼
養
し
、
ど
の
農
場
よ

り
も
人
懐
っ
こ
い
牛
群
が
形
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
で
、
牛
が

よ
り
過
ご
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て

お
り
、
今
後
も
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ

ェ
ア
を
意
識
し
た
飼
養
管
理
を
実
践

し
、
生
産
へ
の
波
及
効
果
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

（
養
豚
・
養
鶏
専
攻
）

　
養
豚
コ
ー
ス
で
は
１
年
生
３
名
、

２
年
生
４
名
の
計
７
名
が
在
籍
し
、

豚
の
交
配
か
ら
分
娩
、
育
成
、
肥
育
、

出
荷
に
至
る
ま
で
の
一
貫
し
た
飼
養

管
理
の
知
識
と
技
術
を
学
ん
で
い
ま

す
。
繁
殖
は
全
て
人
工
授
精
を
行
い
、

学
生
は
し
っ
か
り
母
豚
を
観
察
し
、

慎
重
に
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
出
荷
し
た
豚
の
枝
肉
を
食
肉
市

場
で
調
査
し
た
り
、
豚
肉
の
食
味
試

験
を
行
い
、
お

い
し
い
豚
肉
づ

く
り
に
役
立
て

る
と
と
も
に
、

畜
産
加
工
実
習

を
行
い
、
ハ
ム

や
ソ
ー
セ
ー
ジ

の
製
造
実
習
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
養
鶏
コ
ー
ス
で
は
１
年
生
３
名
、

２
年
生
６
名
の
計
９
名
が
在
籍
し
、

ウ
イ
ン
ド
ウ
レ
ス
鶏
舎
、
開
放
鶏
舎

で
、
白
玉
・
赤
玉
鶏
、
卵
用
名
古
屋

コ
ー
チ
ン
等
を
合
計
約
２
４
０
０
羽

飼
育
し
、
採
卵
鶏
の
飼
養
管
理
技
術

に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
新
た
に

入
っ
て
き
た
１
年
生
は
、
５
月
に
は

ひ
な
が
１
３
０
０
羽
入
す
う
し
た
こ

と
も
あ
り
、
ひ
な
の
飼
養
管
理
技
術

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
週
水
曜
日
に
行
わ
れ
る
実

習
販
売
で
、
学
生
が
お
客
様
に
直
接
、

鶏
卵
を
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
接

客
や
直
販
で
の

売
り
方
を
学
ん

で
い
ま
す
。
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農
大
祭
2
0
2
3
を
開
催

　
令
和
５
年
12
月
２
日
（
土
）
午

前
９
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
「
農

を
感
じ
ろ
！
大
ナ
ミ
ッ
ク
に
！
！

祭
高
の
一
日
を
！
！
！

　
～
農
！

大
！
祭
！
～
」
を
テ
ー
マ
に
「
農

大
祭
2
0
2
3
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
来
場
者

は
前
回
の
2

0
0
0
名
を
大
き
く

超
え
、
約
2

5
0
0
名
の
方
々
に

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
学
生
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
農
畜

産
物
の
直
売
ブ
ー
ス
は
毎
年
大
変
好

評
で
す
。
体
育
館
で
は
切
花
専
攻
、

鉢
物
・
緑
花
木
専
攻
の
多
種
多
様
な

花
々
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
テ
ン
ト
ブ
ー
ス
で
も
、
露
地
野
菜

い
圃
場
や
牛
舎
、
ト
ラ
ク
タ
ー
等
を

見
学
し
て
農
業
や
農
大
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
始
め
た
専
攻
展
示
室
で

は
、
各
専
攻
案
内
や
学
生
の
研
究
発

表
の
成
果
を
パ
ネ
ル
展
示
す
る
と
と

も
に
写
真
部
の
活
動
成
果
の
展
示
も

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
農
大
と
連
携

協
定
を
結
ん
で
い
る
岡
崎
市
か
ら
は

岡
崎
ぬ
か
た
の
産
品
の
販
売
を
行
う

専
攻
、
施
設
野
菜
専
攻
の
野
菜
を
始

め
、
養
豚
・
養
鶏
専
攻
の
鶏
卵
、
作

物
専
攻
の
米
等
を
買
い
求
め
る
姿
が

見
ら
れ
、
両
手
に
抱
え
き
れ
な
い
ほ

ど
の
多
く
の
農
産
物
を
持
っ
た
来
場

者
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

果
樹
専
攻
で
は
、
テ
レ
ビ
で
も
紹
介

さ
れ
「
世
界
マ
ー
マ
レ
ー
ド
ア
ワ
ー

ド
」
で
入
賞
を
果
た
し
た
夕
焼
け
マ

ー
マ
レ
ー
ド
も
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
食
品
バ
ザ
ー
で
は
、
農
大
で
穫
れ

た
農
作
物
を
使
用
し
た
、
五
平
餅
や

豚
汁
、
プ
リ
ン
な
ど
た
く
さ
ん
の
美

味
し
い
メ
ニ
ュ
ー
が
並
び
、
来
場
者

の
お
腹
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。

　
例
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
茶

道
部
に
よ
る
農
大
茶
席
で
は
、
た
く

さ
ん
の
方
が
本
格
的
な
茶
道
を
体
験

し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
回
実
施
し
た
農
大
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
に
は
76
名
の
参
加
者

が
あ
り
、
普
段
は
見
て
い
た
だ
け
な

と
と
も
に
、
み
あ
い
特
別
支
援
学
校

か
ら
は
生
徒
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
農
大
祭
終
了
後
に
学
生

会
主
催
の
後
夜
祭
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
軽
音
楽
部
の
演
奏
を
皮
切
り
に
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
が
実
施
さ

れ
、
た
き
火
を
囲
ん
で
花
火
や
障
害

物
競
争
な
ど
の
演
目
を
参
加
者
全
員

が
全
力
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
回
も
全
て
の
来
場
者
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
る
農
大
祭
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
す
べ
て
や
り
終
え
た
学
生
た

ち
の
充
実
し
た
表
情
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。

農
大
祭
2
0
2
4
に
つ
い
て

　
今
年
も
12
月
７
日
（
土
）
に
「
90

周
年
だ
よ
！
農
大
祭
！！
全
員
集
合

!!!
」
を
テ
ー
マ
に
農
大
祭
を
開
催
し

ま
す
。

　
農
産
物
の
販
売
等
の
取
組
を
通
し

て
、
愛
知
県
の
農
業
の
魅
力
と
大
切

さ
を
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
県
民

の
皆
様
に
農
業
大
学
校
を
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
学
生
が
中

心
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
同
窓
生
の
皆
様
も
、
ぜ
ひ
お
越
し

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
農
大
祭
の
開
催
準
備
状
況
は
農
業

大
学
校
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
御
案
内
し
て
い
き

ま
す
。

農
大
祭
2
0
2
4
へ
の
協
力
に
つ
い
て

　
農
大
祭
実
行
委
員
会
で
は
、
同
窓

会
会
員
の
皆
様
か
ら
協
力
金
を
募
っ

て
お
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
と
も
皆
様
の
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
協
力
金
の
金
額

　 

一
口

　
1

0
0
0
円

　
（
一
口
以
上
で
お
願
い
し
ま
す
。
）

●
振
込
先

金
融
機
関

　 

あ
い
ち
三
河
農
業
協
同

組
合

　
美
合
支
店

口
座
名
義
人

　 

農
大
祭
実
行
委
員
会

会
長

　
恒
川

　
靖
弘

口
座
番
号

　
　
普
通

　
　
　
　
　
　
0
0
3
6
0
8
3

●
払
込
期
限

　 

令
和
６
年
11
月
14
日
（
木
）

※
振
込
で
御
協
力
を
い
た
だ
く
場
合

は
、
各
金
融
機
関
の
振
込
用
紙
を
御

利
用
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
御
氏
名

の
前
に
「
同
窓
会

　
ド
ウ
ソ
ウ
カ
イ
」

と
御
記
入
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
振
込
手
数
料
に
つ
い
て
も

御
負
担
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

会場風景

食品バザー

後夜祭

来場者で賑う 会場
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令
和
６
年
６
月
８
日
（
土
）
、
22

日
（
土
）
、
７
月
30
日
（
火
）
、
８
月

６
日
（
火
）
、
８
月
27
日
（
火
）
に

「

オ

ー

プ

ン

キ

ャ

ン

パ

ス

2
0
2
4
」
を
開
催
し
、
農
業
大
学

校
へ
の
入
学
に
関
心
の
あ
る
多
く
の

高
校
生
・
保
護
者
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
大
講
義
室
で
農
大
の

特
色
、
入
試
に
関
す
る
情
報
、
就
職

先
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
で
広
大
な
敷
地
に
あ

る
実
習
ほ
場
、
施
設
や
学
生
寮
を
見

学
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
学
生
も
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
同
行
し
、
積
極
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い

ま
し
た
。

　
農
大
産
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
ブ
ド
ウ

を
試
食
し
た
後
に
在
校
生
と
の
交
流

を
行
い
、
参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
実

習
の
内
容
、
寮
生
活
、
ク
ラ
ブ
活
動
、

ア
ル
バ
イ
ト
等
の
質
問
に
対
し
、
自

ら
の
経
験
を
踏
ま
え
て
説
明
し
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
希
望
者
を
対
象
に
、
寮
食

堂
に
て
学
生
に
交
じ
っ
て
昼
食
を
食

べ
て
い
た
だ
き
、
普
段
の
農
大
生
の

生
活
の
一
部
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
農
大
を
よ
り

深
く
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
」、

「
在
校
生
と
話
す
こ
と
が
で
き
、
生

　
今
年
度
の
東
海
近
畿
地
区
農
業
大

学
校
学
生
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
５
月

30
日
（
木
）・
31
日
（
金
）
に
滋
賀

県
近
江
八
幡
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

競
技
種
目
は
軟
式
野
球
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
テ
ニ
ス
の
６
種
目

で
、
本
校
は
テ
ニ
ス
を
除
く
５
種
目

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
競
技
で
は
互
い
に
相
手
を
尊
重
し
、

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
精
神
で
臨
む
な
ど
礼

儀
正
し
い
試
合
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
観
戦
・
応
援
で
は
相
手
チ

ー
ム
と
の
交
流
を
深
め
つ
つ
、
フ
ァ

イ
ン
プ
レ
ー
が
あ
れ
ば
、
自
他
と
も

に
称
賛
す
る
な
ど
節
度
あ
る
姿
勢
で

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
成
績
は
、
団
体
の
部
で
は
軟
式
野

球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト

の
声
が
聞
け
て
良
か
っ
た
。」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
よ
り
多
く
の
方
に
農
大
に
入
学
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
後
も
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
始
め
様
々
な
機
会

を
通
し
て
農
大
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

ン
が
優
勝
し
、
卓
球
が
準
優
勝
で
し

た
。
個
人
の
部
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

で
女
子
ダ
ブ
ル
ス
が
優
勝
、
男
子
シ

ン
グ
ル
が
準
優
勝
、
卓
球
で
女
子
シ

ン
グ
ル
が
準
優
勝
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス

が
第
３
位
で
し
た
。
他
の
種
目
に
お

い
て
も
入
賞
な
ど
の
好
成
績
を
収
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
競
技
と
は
別
に
交
流
会
の

場
を
用
意
し
て
い
た
だ
き
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
学
生
が
交
流

を
深
め
、
農
業
を
志
す
学
生
が
一
同

に
会
し
て
各
校
の
学
習
環
境
や
寮
生

活
な
ど
の
情
報
を
交
換
し
合
う
な
ど
、

交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
学
生
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
通
し

て
学
生
は
県
を
越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
す
る
な
ど
、
将
来
の
農
業

経
営
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

　
次
年
度
は
岐
阜
県
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
大
会
で
の
新
た
な
出
会
い

と
経
験
を
活
か
し
て
、
愛
知
農
大
生

と
し
て
、
さ
ら
に
成
長
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

在校生が説明中学生寮も 見学

全体集合

バレーボール

卓球

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
２
４
を
開
催

東
海
近
畿
地
区
農
業
大
学
校 

学
生
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

滋
賀
大
会
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を
深
め
て
も
ら
う
た
め
農
大
の
生
産

施
設
見
学
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
農
福
連
携
を
推
進
す
る
た

め
、
福
祉
事
業
所
職
員
を
対
象
と
し

た
農
産
物
の
栽
培
技
術
習
得
を
目
的

に
「
農
福
連
携
支
援
研
修
」
を
令
和

２
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

許
や
資
格
取
得
に
直
結
す
る
た
め
ど

の
研
修
も
人
気
が
高
く
、
受
付
開
始

早
々
に
定
員
を
超
え
る
た
め
、
毎
回

抽
選
に
よ
り
受
講
者
を
決
定
し
て
い

ま
す
。

　
営
農
上
、
必
要
な
免
許
・
資
格
も

あ
る
た
め
、
卒
業
後
就
農
を
予
定
し

て
い
る
学
生
に
は
、
積
極
的
に
受
講

す
る
よ
う
推
進
し
て
い
ま
す
。

【
３ 

農
業
理
解
研
修
】

　
県
民
が
、
愛
知
県
の
農
業
や
食
料

に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
得
て
、
農

業
・
農
村
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め

る
た
め
の
研
修
で
す
。

　
「
県
民
公
開
講
座
」
は
、
広
く
一

般
の
方
を
対
象
に
、
家
庭
で
栽
培
す

る
カ
キ
や
ウ
メ
等
の
身
近
な
果
樹
の

剪
定
方
法
を
学
ん
で
も
ら
う
研
修
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
農
業
体
験
学
習
」
は
、
園
児
や

小
学
生
等
が
農
業
に
親
し
み
、
理
解

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
経
営
を
発
展
さ
せ
た
い
農

業
者
が
営
農
し
な
が
ら
体
系
的
に
経

営
を
学
べ
る
場
と
し
て
「
あ
い
ち
農

業
経
営
塾
」
や
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
普
及
に
向

け
た
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
研
修
」、
女
性
農
業

者
の
活
躍
を
促
進
す
る
た
め
の
「
女

性
農
業
者
支
援
研
修
」
を
開
講
し
、

本
県
農
業
を
牽
引
す
る
優
れ
た
経
営

感
覚
を
備
え
た
農
業
者
の
育
成
を
図

っ
て
い
ま
す
。

【
２ 

農
業
機
械
研
修
】

　
農
業
機
械
研
修
で
は
、
農
耕
車
限

定
の
大
型
特
殊
自
動
車
・
け
ん
引
免

許
が
取
得
で
き
る
「
大
特
免
許
研

修
」
、「
け
ん
引
免
許
研
修
」
の
ほ
か
、

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
講
習
又

は
教
育
修
了
証
が
受
領
で
き
る
「
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
研
修
」、
「
小
型
車
両

系
建
設
機
械
研
修
」
、「
刈
払
機
研
修
」

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
機
械
に
関
す
る
研
修
は
、
免

か
ら
の
新
規
参
入
者
を
対
象
と
し
た

「
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
研
修
」
、

非
農
家
等
こ
れ
ま
で
農
業
以
外
の
仕

事
に
就
い
て
こ
ら
れ
た
方
が
新
し
く

農
業
を
始
め
る
た
め
の
「
農
業
者
育

成
支
援
研
修
」
、
離
職
者
の
公
共
職

業
訓
練
に
位
置
づ
け
ら
れ
岡
崎
高
等

技
術
専
門
校
の
「
愛
知
県
雇
用
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
策
訓
練
農
業
技
術

研
修
科
」
と
し
て
実
施
し
て
い
る
「
農

業
技
術
研
修
」
が
あ
り
ま
す
。

〇 

農
業
者
を
対
象
と
し
た
経
営
発
展

段
階
に
応
じ
た
研
修

　
農
業
者
が
必
要
と
す
る
知
識
や
新

技
術
等
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
習
得
す
る

「
経
営
管
理
研
修
」、
「
生
産
高
度
化

研
修
」、
「
農
産
物
利
活
用
研
修
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
生
産
高
度
化
研

修
で
は
、
５
部
門
。
10
講
座
開
催
を

　
企
画
研
修
部
で
は
、
新
規
就
農
希

望
者
向
け
の
研
修
や
、
農
業
者
が
社

会
情
勢
の
変
化
と
進
歩
す
る
農
業
技

術
に
対
応
す
る
た
め
の
研
修
、
一
般

県
民
が
愛
知
県
の
農
業
を
理
解
す
る

た
め
の
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
に
実
施
す
る
研
修
の

定
員
総
数
は
約
２
３
０
０
名
に
の
ぼ

り
ま
す
。
一
部
研
修
で
は
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
、
定
員
を
増
や
し
て
実

施
し
ま
す
。

【
１ 

農
業
者
生
涯
教
育
研
修
】

　
農
業
を
担
う
べ
き
者
を
対
象
に
、

農
業
者
の
発
展
段
階
に
合
わ
せ
た
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇 

担
い
手
の
確
保
を
目
的
と
し
た
長

期
研
修

　
農
業
所
得
２
５
０
万
円
以
上
を
目

標
と
す
る
Ｕ
タ
ー
ン
就
農
者
や
農
外

企

画

研

修

部

の

各

種

研

修

の

紹

介

農業技術研修・ 校外学習

生産高度化研修

農業機械研修・ 技能試験

農業理解研修・ 県民公開講座

令和６ 年度に企画研修部が実施する各種研修一覧

研修名 回数 定員

農
業
者
生
涯
教
育

ニュ ーフ ァ ーマーズ ― 20

農業者育成支援 ― 15

農業技術 ― 30

経営管理 3 140

生産高度化 10 920

農産物利活用 1 20

Ｇ Ａ Ｐ 2 40

女性農業者支援 4 300

あいち農業経営塾 ― 20

農
業
機
械

大特免許 9 165

けん引免許 2 24

ト ラ ク タ ー作業 2 24

フ ォ ーク リ フ ト 2 56

小型車両系建設機械 2 52

刈払機 1 24

農
業
理
解

県民公開講座 1 50

農業体験学習 ― 400

農福連携支援 ― 15

合計 ― 2,315  
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ベ
ト
ナ
ム
経
由
！

　
令
和
６
年
１
月
18
日
（
木
）
、
直

前
の
コ
ロ
ナ
感
染
等
で
欠
席
と
な
っ

た
学
生
４
名
を
除
く
、
66
名
が
中
部

国
際
空
港
に
集
合
、
午
前
９
時
に
中

部
国
際
空
港
を
出
発
し
、
約
６
時
間

の
フ
ラ
イ
ト
を
経
て
、
ベ
ト
ナ
ム
ホ

ー
チ
ミ
ン
タ
イ
ソ
ン
ニ
ャ
ッ
ト
国
際

空
港
に
13
時
に
到
着
し
ま
し
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
２
台
の
バ
ス
に

乗
車
し
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
最
も
美
し

い
建
物
の
一
つ
で
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

終
結
の
舞
台
と
な
っ
た
統
一
会
堂
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
最
大
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

あ
る
ベ
ン
タ
イ
ン
市
場
、
美
し
い
コ

ロ
ニ
ア
ル
建
築
が
残
り
、
世
界
で
最

も
美
し
い
と
も
言
わ
れ
る
中
央
郵
便

局
を
巡
り
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
内
の
レ

先
に
分
か
れ
、
農
場
の
見
学
の
後
、

動
物
へ
の
餌
や
り
や
農
作
物
の
収
穫
、

農
場
の
修
繕
な
ど
の
作
業
を
行
い
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
農
畜
産
物
に

対
す
る
学
生
の
手
際
の
良
さ
や
、
汗

を
か
く
こ
と
や
汚
れ
る
こ
と
を
厭
わ

な
い
農
大
生
の
姿
に
関
心
し
て
い
ま

し
た
。

ス
ト
ラ
ン
で
夕
食
を
取
っ
た
後
、
シ

ド
ニ
ー
に
出
発
し
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ

ム
料
理
の
味
付
け
に
苦
戦
す
る
学
生

も
い
ま
し
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史

や
食
文
化
に
つ
い
て
学
び
、
元
気
に

シ
ド
ニ
ー
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面

　
１
月
19
日
（
金
）
９
時
50
分
シ
ド

ニ
ー
国
際
空
港
に
到
着
。
ボ
ー
ラ
ル

競
馬
場
事
務
所
に
て
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
対
面
し
ま
し
た
。
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
と
て
も
フ
レ
ン
ド

リ
ー
で
明
る
い
方
々
ば
か
り
で
、
学

生
も
大
き
な
声
で
挨
拶
す
る
な
ど
、

一
生
懸
命
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
な
が
ら
、
各
フ
ァ
ー
ム
ス
テ

イ
先
に
出
発
し
て
い
き
ま
し
た
。

大
満
足
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
！

　
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
18
の
ス
テ
イ

　
学
生
達
は
、
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
苦
心
し
な
が
ら
も
、

各
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
優
し
さ
に

も
助
け
ら
れ
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け
て
、

一
緒
に
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、

観
光
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
出
か
け
た

り
と
、
非
常
に
楽
し
ん
で
い
る
様
子

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

シ
ド
ニ
ー
観
光

　
１
月
22
日
（
月
）
フ
ァ
ー
ム
ス
テ

イ
を
終
え
た
学
生
達
は
、
お
世
話
に

な
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
別

れ
、
シ
ド
ニ
ー
へ
移
動
、
シ
ド
ニ
ー

市
内
の
ホ
テ
ル
で
宿
泊
し
て
、
翌
日

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
シ
ー
ラ
イ
フ
水
族
館
、
ボ
ン

ダ
イ
・
ビ
ー
チ
、
タ
ロ
ン
ガ
動
物
園

な
ど
、
思
い
思
い
に
シ
ド
ニ
ー
観
光

を
楽
し
み
ま
し
た
。

研
修
を
終
え
て

　
研
修
先
で
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
り
体

調
を
崩
し
た
学
生
が
い
た
も
の
の
、

研
修
前
、
海
外
派
遣
研
修
に
「
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
た
」
学
生
が
64
％

だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
研
修
後
、「
行

っ
て
良
か
っ
た
と
思
う
」
と
答
え
た

学
生
が
95
％
に
な
る
な
ど
、
非
常
に

有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
初
め
て
の
ベ
ト
ナ
ム
経
由

と
な
り
ま
し
た
が
、
学
生
達
は
、
自

分
達
で
準
備
、
計
画
を
し
て
、
何
よ

り
、
慣
れ
な
い
環
境
の
中
で
、
研
修

を
大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
学

生
達
の
一
生
の
思
い
出
に
残
る
研
修

に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
海
外
派
遣
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
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教
育
部
農
学
科
の
令
和
５
年
度
卒

業
式
が
３
月
８
日
（
金
）
に
挙
行
さ

れ
、
教
育
部
農
学
科
68
名
が
本
校
を

巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
旅
立
ち
の
日
を
祝
う
か
の
よ

う
な
好
天
に
恵
ま
れ
、
卒
業
生
は
厳

粛
な
雰
囲
気
の
中
で
、
２
年
間
に
わ
た

る
農
大
で
の
学
業
生
活
の
様
々
な
思
い

出
を
胸
に
卒
業
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
卒
業
生
全
員
が
順
に

令
和
５
年
度 

卒 

業 

式
卒業式の様子

奨
励
賞

［
大
学
校
長
賞
］

　
坂
元

　
楓
華

　
教
育
部
農
学
科

　
　
　
　
　
　
　
鉢
物
・
緑
花
木
専
攻

　
森
川

　
徹
哉

　
教
育
部
農
学
科

　
　
　
　
　
　
　
切
花
専
攻

　
大
倉
野
悦
美

　
教
育
部
農
学
科

　
　
　
　
　
　
　
作
物
専
攻

　
長
尾

　
成
海

　
教
育
部
農
学
科

　
　
　
　
　
　
　
果
樹
専
攻

　
杉
山

　
聖
弥

　
教
育
部
農
学
科

　
　
　
　
　
　
　
露
地
野
菜
専
攻

　
山
田

　
鳳
斗

　
教
育
部
農
学
科

　
　
　
　
　
　
　
施
設
野
菜
専
攻

　
吉
田

　
綾
音

　
教
育
部
農
学
科

　
　
　
　
　
　
　
酪
農
専
攻

　
鈴
木

　
響

　
　
教
育
部
農
学
科

　
　
　
　
　
　
　
養
豚
・
養
鶏
専
攻

特
別
賞

［
大
学
校
長
賞
］

　
夕
焼
け
マ
ー
マ
レ
ー
ド
＃
８

　
　
　
　
　
　
　
教
育
部
農
学
科

　
　
　
　
　
　
　
果
樹
専
攻

全
国
農
業
大
学
校
協
議
会
長
賞

　
二
村

　
早
姫

　
教
育
部
農
学
科

　
　
　
　
　
　
　
露
地
野
菜
専
攻

農
業
大
学
校
同
総
会
全
国
連
盟
会
長
賞

　
尾
崎

　
嵩
仁

　
教
育
部
農
学
科

　
　
　
　
　
　
　
作
物
専
攻

農
業
大
学
校
の
職
員

（
令
和
六
年
六
月
一
日
現
在

　
○
印
は
異
動
の
職
員
）

〇
校

　
長

　
　
　
　
　
恒
川

　
靖
弘

呼
名
さ
れ
、
卒
業
生
総
代
の
鶴
田
昇

也
さ
ん
に
、
石
橋
校
長
か
ら
卒
業
証

書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

成
績
優
秀
者
や
実
習
等
に
精
励
し
た

者
に
対
し
て
、
愛
知
県
知
事
賞
や
大

学
校
長
賞
等
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
あ

と
、
校
長
式
辞
に
続
き
柴
田
同
窓
会

長
か
ら
御
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
在
校
生
に
よ
る
送
辞
と
、

卒
業
生
代
表
、
露
地
野
菜
専
攻
二
村

早
姫
さ
ん
が
答
辞
を
述
べ
、
閉
式
と

な
り
ま
し
た
。

　
卒
業
式
終
了
後
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
５
年
ぶ
り
と
な
る
卒
業
パ
ー
テ

ィ
ー
が
開
催
さ
れ
、
豪
華
な
食
事
や
、

演
奏
会
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
な

が
ら
、
農
大
で
の
思
い
出
を
語
り
合

っ
て
い
ま
し
た
。

　
卒
業
生
に
は
、
農
大
で
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
し
、
新
た
な
道
を
歩
ん
で

行
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

優
秀
賞

［
愛
知
県
知
事
賞
］

　
鶴
田

　
昇
也

　
教
育
部
農
学
科

　
　
　
　
　
　
　
露
地
野
菜
専
攻

［
大
学
校
長
賞
］

　
浅
井

　
李
咲

　
教
育
部
農
学
科

　
　
　
　
　
　
　
露
地
野
菜
専
攻

　
河
合

　
啓
汰

　
教
育
部
農
学
科

　
　
　
　
　
　
　
果
樹
専
攻

　
平
松

　
拓
海

　
教
育
部
農
学
科

　
　
　
　
　
　
　
作
物
専
攻

〇
副
校
長

　
　
　
　
　
佐
原

　
茂
樹

［
管
理
課
］

〇
課

　
長

　
　
　
　
　
内
藤
る
み
子

〇
主

　
幹

　
　
　
　
　
田
島

　
直
子

〇
課
長
補
佐

　
　
　
　
柴
田
サ
ワ
子

　
主

　
事

　
　
　
　
　
井
出

　
裕
介

　
主

　
事

　
　
　
　
　
福
井

　
七
海

　
非
常
勤

　
　
　
　
　
今
西

　
亜
紀

　
非
常
勤

　
　
　
　
　
近
藤

　
美
江

［
教
育
部
］

〇
部

　
長

　
　
　
　
　
酒
井

　
誠
司

　（
学
務
科
）

〇
科

　
長

　
　
　
　
　
浅
野

　
将
宏

〇
総
括
専
門
員

　
　
　
栁
田

　
美
紀

　
主
任
専
門
員

　
　
　
宮
本

　
　
憲

　
主

　
事

　
　
　
　
　
大
見
有
紀
子

　
再
任
用

　
　
　
　
　
磯
貝

　
　
勝

　
非
常
勤

　
　
　
　
　
坂
口

　
卓
司

　
非
常
勤

　
　
　
　
　
辻

　
　
邦
夫

　
非
常
勤

　
　
　
　
　
山
下

　
　
篤

　
非
常
勤

　
　
　
　
　
田
口

　
延
行

　
非
常
勤

　
　
　
　
　
宇
野

　
滋
晃

　（
農
学
科
）

〇（
兼
）科

　
長

　
　
　
酒
井

　
誠
司

　
科
長
補
佐（
花
き
Ｇ
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
倉

　
　
悟

〇
主
任
専
門
員

　
　
　
野
田

　
輝
夫

　
専
門
員

　
　
　
　
　
犬
伏

　
加
恵

〇
技

　
師

　
　
　
　
　
大
橋

　
博
子

　
技

　
師

　
　
　
　
　
原

　
　
知
明

〇
再
任
用

　
　
　
　
　
坂
下

　
　
健

　
科
長
補
佐（
作
物
果
樹
Ｇ
班
長
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
落
合

　
幾
美

〇
主

　
任

　
　
　
　
　
佐
野

　
達
也

〇
技

　
師

　
　
　
　
　
黒
野

　
大
稀

〇
技

　
師

　
　
　
　
　
吉
村

　
颯
季

〇
非
常
勤

　
　
　
　
　
鶴
田

　
瑞
穂

〇
科
長
補
佐
（
野
菜
Ｇ
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
知

　
昭
宏

〇
専
門
員

　
　
　
　
　
嶋
本

　
千
晶

　
専
門
員

　
　
　
　
　
中
嶋

　
　
譲

〇
主

　
任

　
　
　
　
　
則
竹

　
伸
哉

　
技

　
師

　
　
　
　
　
小
島

　
優
作

　
再
任
用

　
　
　
　
　
金
沢

　
輝
芳

　
科
長
補
佐
（
畜
産
Ｇ
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤

　
　
勉

〇
主
任
専
門
員

　
　
　
豊
島

　
浩
一

〇
専
門
員

　
　
　
　
　
中
村

　
星
太

　
主

　
任

　
　
　
　
　
鳥
居

　
雅
樹

　
技

　
師

　
　
　
　
　
春
日
井
大
輝

〇
非
常
勤

　
　
　
　
　
神
取

　
道
信

〇
非
常
勤

　
　
　
　
　
井
戸

　
咲
良

［
企
画
研
修
部
］

〇（
兼
）部

　
長

　
　
　
佐
原

　
茂
樹

　（
就
農
企
画
科
）

〇
科

　
長

　
　
　
　
　
鬼
頭

　
郁
代

〇
主
任
専
門
員

　
　
　
安
藤

　
実
香

　
主
任
専
門
員

　
　
　
加
藤

　
夕
子

　
主

　
任

　
　
　
　
　
中
坊

　
昌
也

　（
担
い
手
研
修
科
）

　
科

　
長

　
　
　
　
　
落
合

　
敏
弘

○
主
任
専
門
員

　
　
　
柴
田

　
博
之

　
専
門
員

　
　
　
　
　
本
庄

　
弘
樹

〇
主

　
任

　
　
　
　
　
水
野

　
英
之

　
再
任
用

　
　
　
　
　
二
村

　
幹
雄

　
非
常
勤

　
　
　
　
　
椙
田

　
　
靖

〇
非
常
勤

　
　
　
　
　
福
井

　
敏
幸

〇
非
常
勤

　
　
　
　
　
大
谷

　
雅
子

　
非
常
勤

　
　
　
　
　
中
村

　
　
彰

　
非
常
勤

　
　
　
　
　
大
澤

　
史
季
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令和５ 年度　 会計決算報告

１ 　 令和５ 年度　 一般会計収支決算
 （ 単位　 円）

収 入 総 額 支 出 総 額 差 引 残 額 備　 　 　 考

2,756,384 1,798,166 958,218
自令和 5. 1. 1

至令和 5.12.31

（ 次年度へ繰越）

　 　 収入の部 （ 単位　 円）

費　 　 目 予 算 額 決 算 額 比較増減額 備　 　 　 　 　 考

会　 　 費 1,500,000 1,480,000 △ 20,000
農学科74名

（ @20,000円）

雑 収 入 17 15 △ 2

預金利息

5.2.19 6円

5.8.20 9円

繰 越 金 1,276,369 1,276,369 0 前年度よ り 繰越

計 2,776,386 2,756,384 △ 20,002

　 　 支出の部 （ 単位　 円）

費　 　 目 予 算 額 決 算 額 差引残額 備　 　 　 　 　 考

全国連盟会費 57,050 54,770 2,280

会員割 20,000円

学生１ 名 500円×68名

振込手数料 770円

支部活動費 10,000 0 10,000

技術部会活動費 21,100 0 21,100

旅　 　 費 90,000 43,700 46,300

・ 全国連盟同窓会長会議・ 総会

・ 東海近畿ブロ ッ ク 校長・ 同窓

会長会議

事務用品費 40,000 1,820 38,180 事務用切手代

会報発行費 827,000 860,200 △ 33,200 同窓会報第39号印刷・ 発送

会 議 費 120,000 106,246 13,754

役員会1回 5.1.13

理事会1回 5.2. 3 開催費等

（ 旅費、 昼食代、 謝礼等）

賃　 　 金 11,000 0 11,000

記念品費 165,000 164,500 500
卒業生記念品

（ 名刺入れ、図書カード ）

表 彰 費 70,000 0 70,000

個 人 情 報 

業務委託費
132,770 154,770 △ 22,000

会員データ 年間管理料

 154,000円

振込手数料 770円

交 際 費 10,000 0 10,000 慶弔電報代

繰 出 金 400,000 400,000 0
名簿作成基金 200,000円

創立記念基金 200,000円

予 備 費 822,466 12,160 810,306 オープンキャ ンパス 試食品費

計 2,776,386 1,798,166 978,220

２ 　 令和５ 年度 名簿作成基金会計収支決算
 （ 単位　 円）

収 入 総 額 支 出 総 額 差 引 残 額 備　 　 　 考

2,062,181 0 2,062,181
自令和 5. 1. 1

至令和 5.12.31

（ 次年度へ繰越）

　 　 収入の部 （ 単位　 円）

費　 　 目 予 算 額 決 算 額 比較増減額 備　 　 　 　 　 考

繰 入 金 200,000 200,000 0 一般会計から

預金利息 10 16 6
5.2.19 8円

5.8.20 8円

名簿収入 3,000 3,000 0 5.10.2 1冊

繰 越 金 1,859,165 1,859,165 0 前年度よ り 繰越

計 2,062,175 2,062,181 6

　 　 支出の部 （ 単位　 円）

費　 　 目 予 算 額 決 算 額 差引残額 備　 　 　 　 　 考

予 備 費 2,062,175 0 2,062,175

計 2,062,175 0 2,062,175

３ 　 令和５ 年度 創立記念基金会計収支決算
（ １ ） 普通預金 （ 単位　 円）

収 入 総 額 支 出 総 額 差 引 残 額 備　 　 　 考

3,279,877 0 3,279,877
自令和 5. 1. 1

至令和 5.12.31

（ 次年度へ繰越）

　 　 収入の部 （ 単位　 円）

費　 　 目 予 算 額 決 算 額 比較増減額 備　 　 　 　 　 考

繰 入 金 200,000 200,000 0 一般会計から

預金利息 20 26 6
5.2.19 13円

5.8.20 13円

繰 越 金 3,079,851 3,079,851 0 前年度よ り 繰越

計 3,279,871 3,279,877 6

　 　 支出の部 （ 単位　 円）

費　 　 目 予 算 額 決 算 額 差引残額 備　 　 　 　 　 考

予 備 費 3,279,871 0 3,279,871

計 3,279,871 0 3,279,871

（ ２ ） 定期預金 （ 単位　 円）

収 入 総 額 支 出 総 額 差 引 残 額 備　 　 　 考

500,720 0 500,720
自令和 5. 1. 1

至令和 5.12.31

（ 次年度へ繰越）

　 　 収入の部 （ 単位　 円）

費　 　 目 予 算 額 決 算 額 比較増減額 備　 　 　 　 　 考

預金利息 50 9 △ 41 5.2.5 9円

繰 越 金 500,711 500,711 0 前年度よ り 繰越

計 500,761 500,720 △ 41

　 　 支出の部 （ 単位　 円）

費　 　 目 予 算 額 決 算 額 差引残額 備　 　 　 　 　 考

予 備 費 500,761 0 500,761

計 500,761 0 500,761



第40号（ 通算第49号） 令和６ 年８ 月31日〔 12〕

令和６ 年度　 会計予算

１ 　 令和６ 年度 一般会計収支予算
　 　 収入の部 （ 単位　 円）

費　 　 目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 備　 　 　 　 　 考

会　 　 費 1,360,000 1,500,000 △ 140,000 農学科 68名

雑 収 入 15 17 △ 2 預金利息（ ２ 月･８ 月）

繰 越 金 958,218 1,276,369 △ 318,151 前年度よ り 繰越

計 2,318,233 2,776,386 △ 458,153

　 　 支出の部 （ 単位　 円）

費　 　 目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 備　 　 　 　 　 考

全国連盟会費 65,770 57,050 8,720

会員割 20,000円

学生１ 名 500円×90名

振込手数料 770円

支部活動費 10,000 10,000 0 5,000円×２ 支部

技術部会活動費 21,100 21,100 0
10,000円×２ 支部

振込手数料 550円×２

旅　 　 費 90,000 90,000 0

東海近畿ブロ ッ ク

会議、 全国連盟総

会の出席旅費

事務用品費 40,000 40,000 0 文具等

会報発行費 861,000 827,000 34,000
同窓会報発行・

発送

会 議 費 120,000 120,000 0
役員会、 理事会

開催費

賃　 　 金 11,000 11,000 0

記念品費 203,000 165,000 38,000
卒業生記念品代

68名

表 彰 費 70,000 70,000 0
同窓会員の表彰

記念品代

個 人 情 報

業務委託費
155,000 132,770 22,230

会員データ 年間管理料

154,000円 

振込手数料 770円

交 際 費 10,000 10,000 0

繰 出 金 200,000 400,000 △ 200,000 創立記念基金 200,000円

予 備 費 461,363 822,466 △ 361,103

計 2,318,233 2,776,386 △ 458,153

２ 　 令和６ 年度 名簿作成基金会計収支予算
　 　 収入の部 （ 単位　 円）

費　 　 目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 備　 　 　 　 　 考

繰 入 金 0 200,000 △ 200,000

預金利息 0 10 △ 10

名簿収入 0 3,000 △ 3,000

繰 越 金 2,062,181 1,859,165 203,016 前年度よ り 繰越

計 2,062,181 2,062,175 6

　 　 支出の部 （ 単位　 円）

費　 　 目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 備　 　 　 　 　 考

繰 出 金 2,062,181 0 2,062,181
創立記念基金会

計へ繰出

予 備 費 0 2,062,175 △ 2,062,175

計 2,062,181 2,062,175 6

３ 　 令和６ 年度 創立記念基金会計収支予算
（ １ ） 普通預金

　 　 収入の部 （ 単位　 円）

費　 　 目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 備　 　 　 　 　 考

繰 入 金 2,262,181 200,000 2,062,181
一般会計、 名簿作成

基金会計から 繰入

預金利息 20 20 0

繰 越 金 3,279,877 3,079,851 200,026 前年度よ り 繰越

計 5,542,078 3,279,871 2,262,207

　 　 支出の部 （ 単位　 円）

費　 　 目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 備　 　 　 　 　 考

記念事業費  2,500,000  0  2,500,000 

予 備 費 3,042,078 3,279,871 △ 237,793

計 5,542,078 3,279,871 2,262,207

（ ２ ） 定期預金

　 　 収入の部 （ 単位　 円）

費　 　 目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 備　 　 　 　 　 考

預金利息 50 50 0

繰 越 金 500,720 500,711 9 前年度よ り 繰越

計 500,770 500,761 9

　 　 支出の部 （ 単位　 円）

費　 　 目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 備　 　 　 　 　 考

予 備 費 500,770 500,761 9

計 500,770 500,761 9

事 務局から

愛知県立農業大学校　 同窓会事務局
同窓会長　 柴　 田　 隆　 夫

〒444－0802　 岡崎市美合町字並松1の2
電話（ 0564）５１－１６０２ 　 Ｆ Ａ Ｘ （ 0564）５１－４８３１

　 毎年「 同窓会報」 を 発行する に当たり 、
住所不明等で多数の会員に会報が届いてい
ま せん。 会員の皆様で、 住所や姓が変わる
など 状況に変化があ っ た場合、 その状況を

事務局ま でお知ら せく ださ い。
　 ま た 、 同窓会報の 内容は農大ホ ーム ページ の中の 同窓会の ページ で 御
覧いただく こ と も でき ま す。
　 会員様の 中で 「 ホ ーム ページ を 見る か ら 、 経費節減のた めに 同窓会報
の 送付を 止め て い た だ い て 結構」 と 言わ れる 方が おみえ に な り ま し た
ら 、 送付不要を 希望さ れる 場合のみ、 官製はが き にそ の 旨を 書き 、 住所
氏名を 記入し 、 令和６ 年10月31日ま でに農大事務局に御送付く ださ い。
その方のみ次号から 送付を 止めさ せて いただき ま す。

愛
知
県
立
農
業
大
学
校
同
窓
会
は
株

式
会
社
広
済
堂
ネ
ク
ス
ト
へ
会
誌
の

発
送
業
務
を
委
託
い
た
し
ま
す
。
そ

の
際
、
お
預
か
り
す
る
個
人
情
報
は

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
日
本
の

法
令
そ
の
他
の
規
範
を
厳
守
し
て
、

左
記
目
的
の
範
囲
で
の
み
利
用
い
た

し
ま
す
。

株
式
会
社
広
済
堂
ネ
ク
ス
ト
の
個

人
情
報
取
扱
に
つ
い
て

●
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
以
下

の
目
的
で
使
用
い
た
し
ま
す
。

・
学
校
な
ら
び
に
同
窓
会
か
ら
の
通

信
文
書
お
よ
び
名
簿
の
発
送

・
同
窓
会
が
本
来
目
的
に
よ
り
活
動

す
る
場
合
、
必
要
と
思
わ
れ
る
作

業
を
進
行
す
る
際
な
ど
合
法
的
な

目
的
の
た
め
に
活
用
す
る
場
合

　
（
同
窓
会
会
則
に
準
じ
ま
す
）

●
御
提
供
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に

つ
い
て
は
、
株
式
会
社
広
済
堂
ネ

ク
ス
ト
（
以
下
弊
社
）
が
責
任
を

も
っ
て
管
理
い
た
し
ま
す
。

●
弊
社
は
、
当
社
が
信
頼
に
足
る
と

判
断
し
た
外
部
の
企
業
に
、
個
人

情
報
の
デ
ー
タ
処
理
な
ら
び
に
発

送
作
業
を
委
託
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

●
御
提
供
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
本

人
の
承
諾
な
し
に
学
校
・
同
窓
会

関
係
者
以
外
の
第
三
者
に
開
示
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
個
人
情
報
は
原
則
と
し
て
本
人
に

か
ぎ
り
、
開
示
、
訂
正
、
削
除
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会
員
デ
ー
タ
に
つ
い
て


